
取組方法
取組の成果課題

地域：瀬戸内海

観光ビジョン掲載施策

連携する省庁

概要

取組の効果

今後の取組方針

○瀬戸内海には、数多くの
クルーズ船が寄港してい
るが、寄港地が一部の地
域に集中している傾向が
ある。

○クルーズ船社等に対して、
瀬戸内海の魅力的な観
光コンテンツの情報発信
や周遊コース等を盛り込
んだ商談活動が不足して
いるため、各地域の地方
自治体等が連携し、効
果的なクルーズ船の誘致
活動を行う必要がある。

○また、クルーズ船の寄港
回復に伴い、今後懸念さ
れるオーバーツーリズム対
策（大型バス不足の対
応・観光地の分散化
等）についても合わせて
検討する必要がある。

＜取組主体＞
瀬戸内海クルーズ推進会議（総括事務局：中国地方整備局）

＜取組時期＞
平成30年12月～

＜取組内容＞
・瀬戸内海クルーズガイドブックやHP、瀬戸内海魅力プロモーションビデ
オ等を活用した戦略的な情報発信
・クルーズ船社、旅行代理店、ランドオペレーター等を招聘し、クルーズ
受入自治体等との商談会の場を設け、クルーズ誘致活動を支援
・オーバーツーリズム対策の一環として、小型船による海上交通の活用
を検討するとともに、新たな観光コンテンツの掘り起こしを検討

・クルーズガイドブック等による情報発信やクルーズ船社等との商談会
が実を結び、令和5年度から新たな外国船が瀬戸内海にある岸壁の
ない小さな島々にも寄港（2次交通船で上陸）している。
・ランドオペレーターを招聘し、新たな観光地の掘り起こしと施設の安
全確認等を行うために、小型船を用いた現地検証を実施し、瀬戸内
海にある島々の観光コンテンツの魅力を再認識して頂いた。

【中国ブロック（航空・港湾WG）NO.１】クルーズ船誘致・受入に係る取組

クルーズ船受入の更なる拡充

国土交通省

瀬戸内海沿岸域に位置する地方自治体等で構成される「瀬戸内海クルーズ推進会議」の活動の一環として、戦略的な情報発信を行いながら効果的なクルーズ
船の誘致活動を実施するとともに、クルーズ船の増加等により将来的に懸念されるオーバーツーリズム対策の検討を行う。

・瀬戸内海クルーズ推進会議の取組みを継承しつつ、新た
に自由旅行者の誘客、継続的な来訪に向けた取組、オー
バーツーリズム対策などを強化し、瀬戸内海地域全体の振
興を図るため、新アクションプランを策定する。（R7.5予定）

クルーズセミナー＆商談会（令和6年12月）

小型船を用いた現地検証（令和6年11月）



今後の取組方針

取組方法
取組の成果

地域：鳥取港

連携する省庁

概要

取組の効果

○鳥取港で寄港できる
のは、２万トンクラス
までのクルーズ船であ
る。
○近年、クルーズ船の
大型化が進んでおり、
特に今後就航予定の邦
船は３万トン以上が見
込まれている。
○寄港実績サイズ以上
のクルーズ船を誘致す
る場合、対象クルーズ
船の航行安全検討を事
前に行い、必要となる
係留施設改良を実施し、
船舶が安全に寄港・出
港できることを事前に
船社側へ示す必要があ
る。

＜取組主体＞
鳥取県

＜取組時期＞
令和５年１０月～令和７年３月

＜取組内容＞
・５万トンクラスまでのクルーズ船が寄港できるよ
う入出港操船の安全性及び係留の安全性の調査を実
施。
・航行安全検討によって必要と判断された係留施設
改良を実施。

・５万トンクラスの船舶が安全に寄港・出港できる
ことを確認したことから、誘致活動対象クルーズ船
を拡大することができる。

【中国ブロック（航空・港湾WG） NO.６】クルーズ船誘致・受入に係る取組

クルーズ船受入の更なる拡充
インバウンド回復戦略
クルーズ再興に向けた訪日クルーズ本格回復への取組

国土交通省

・新たに入港可能となるクルーズ船も
含め、引き続きクルーズ船の寄港誘致
に取り組む。

鳥取港において、クルーズ船の大型化に対応するため、５万トンクラスのクルーズ
船が入港できるよう航行安全検討及び係留施設改良を実施し、誘致活動対象クルーズ
船を拡大する。

観光ビジョン・観光立国推進基本計画掲載施策 2025年までのKPI

2023年 ー
2024年 ー
2025年 ー

＜目標＞ ＜実績＞
2023年 ー
2024年 ー

課題
航行安全検討に係る操船シミュレーション状況



課題 取組の成果
地域：浜田港

概要

連携する省庁

・周辺市町や観光協会、関係団体と意見
交換等を行うことで、周辺観光地との連
携及び寄港地周辺の観光地の受入体制の
構築を行うことができる。
・「ふ頭からの所要時間マップ」等によ
り、船社に対してのＰＲや意見交換を実
施し、次年度以降の寄港に繋がった。

取組の効果

取組方法
＜取組主体＞
クルーズ船受入推進ワーキンググループ（事務局：浜田港振興会）
＜取組時期＞
平成30年1月～
＜取組内容＞
・クルーズ船の入港情報やイベント情報の発信
・クルーズ船の入港時におけるおもてなしイベント等の企画及び運営
・島根県西部のオプショナルツアーの提案等

今後の取組方針

クルーズ船受入の更なる拡充

国土交通省

平成30年1月に新設し、地域の関係機関で構成する「クルーズ船受入推進ワーキンググループ」を中心に、浜田港へのクルーズ船誘致につながる取組を行う。

○今年度の寄港を契機
に、今後継続的な寄
港につなげていく必
要がある。
○オプショナルツアー
充実のため東西へ向け
た高速道路の早期開通
が望まれる。（出雲市
や津和野町への時間短
縮）
○岸壁延長が短いため
クルーズ船の大型に対
応できない。

クルーズ船の誘致を
すすめるとともに、地
元の理解・協力を得
て受入歓迎ムードを
醸成し、地域経済の
活性化を図る。

観光ビジョン掲載施策

ふ頭からの所要時間マップ

出港時お見送りの様子（令和６年４月３０日）

【中国ブロック（航空・港湾WG） NO. ８】クルーズ船誘致・受入に係る取組



課題 取組の成果

概要

観光ビジョン・観光立国推進基本計画掲載施策 2025年までのKPI

連携する省庁

取組の効果

取組方法
今後の取組方針

インバウンド受入環境の整備

〈取組主体〉広島国際空港株式会社
〈取組時期〉令和5年9月～令和6年12月
〈取組内容〉ターミナルビルの増築

・現状の警護対象者
動線ではターミナルビ
ルの通路等を制限す
る必要があり、旅客に
影響が出る。
・現在の非常用発電
機では2時間しか連
続運転できないため、
能力強化が必要であ
る。
・現状の登場待合室
はスペースが限られて
おり、ラウンジ等を新
設できない。

地域：広島空港

旅客受入環境整備に向けたターミナルビルの増築

・新たな動線の確保
・新たな非常用発電機室及び72時間連続
稼働可能な非常用発電機の整備。
・新たなラウンジを整備。

既存ターミナルビルの改修工事
を予定

【中国ブロック（航空・港湾WG） NO.11、12】旅客受入環境整備に係る取組の成果



課題 取組の成果

概要

観光ビジョン掲載施策 2025年までのKPI

【中国ブロック(交通対策ＷＧ) NO.1,2】レンタカーを活用した周遊促進に係る取組の成果

・岡山空港や岡山駅を起点とした県内及び広域周遊の
促進

取組の効果

取組方法
＜取組主体＞岡山県、岡山県観光連盟、
＜取組時期＞令和6年4月～令和7年2月

〈主な取組内容〉
○レンタカー助成制度の実施
SNS等を活用した助成制度の周知
○鳥取県と連携した「Drive Map」の作成・活用による
プロモーションを実施し、レンタカーを活用した広域周遊
について情報発信

今後の取組方針

・「地方創生回廊」の完備

県北を含めた多方面への二次アクセスの不足に対応するため、レンタカーを活用して県内周遊の促進を図る。

地域：岡山県、岡山空港

・岡山空港からはリムジンバ
スが二方面（岡山駅・倉敷駅）
と乗合タクシーが一方面（津
山方面）運行されているが、
県北を含めた多方面への二
次アクセスが不足している。

・平成28年度実施の「岡山県
外国人観光客交通動態調査」
によると、訪問観光地が「岡
山後楽園」「岡山城」「倉敷美
観地区」と県南部に偏ってい
る。国内観光客を対象とした
調査では上位である「蒜山高
原」への訪問がごくわずかで
あることから、県北部への誘
客が今後の大きな課題となっ
ている。

・引き続きレンタカー助成制度の活用に努め
るとともに、更なる二次交通への取り組みに
ついて検討を進める。

・引き続きレンタカーを利用した県北への周
遊についてのプロモーションを継続的に行う。



課題 取組の成果
地域：島根県

概要

観光ビジョン・観光立国推進基本計画掲載施策 2025年までのKPI

連携する省庁

【中国ブロック(交通対策ＷＧ) NO.４】
都市間高速バスを活用した山陰・山陽間の広域周遊観光促進に係る取組の成果

今後の取組方針

「地方創生回廊」の完備

国土交通省

県内外国人宿泊客延べ数 170,000人泊（2024年）

外国人個人旅行者をターゲットに、外国人観光客が多数訪れる関西・広島と島根を結ぶ高速バス
路線の外国人割引を実施し、広域周遊観光を促すことで、県内宿泊者数の増加を図る。

・訪日外国人旅行者では、個
人旅行（FIT）が増加してお
り、旅行に求めるニーズや旅行
形態は多様化している。空港
からの二次交通については、主
要都市への運行にとどまってお
り、様々なニーズへの対応や広
域周遊を促すことが重要であ
る。

○インバウンド回復が好調な広島や2025大阪・関西万博を
見据えて関西を訪れる外国人観光客を島根県へ誘客するた
めの導線を確保することで、直接的なゲートウェイがない島根
県への周遊を促し、県内誘客を強化。

取組の効果

取組方法
○関西・広島と島根県を結ぶ高速
バスについて、外国人割引を実施
○令和６年７月に出雲路線を新
規追加し、広島⇔島根全５路線
に拡充
○令和６年７月に大阪⇔松江・
出雲間、 12月には大阪⇔浜田・
江津・益田間でも新たに実施

＜取組主体＞県、市、交通事業者
＜取組時期＞令和６年４月～令和７年3月 ・割引バス事業を継続するとともに、プロ

モーションを実施することで、主要ゲート
ウェイからの誘客を強化する。



課題 取組の成果

概要

観光ビジョン掲載施策 2025年までのKPI

連携する省庁

取組方法
今後の取組方針

バスのGTFS－RTデータを作成公表し、グーグルマップへ掲載されたことにより、現在位置などから目的地を検
索すると、乗車バス停留所の位置や乗り継ぎ情報などのリアルタイム運行情報が分かることから待ち時間のスト
レスが軽減されるとともに利便性の向上に繋げる。

〈取り組み主体〉広島県バス協会
〈主な取り組み内容〉
〇現在位置から乗車するバス停留所の位置がわかる
〇乗り換えなどのルート検索が簡単にわかる
〇リアルタイム運行情報がわかる

・広島市の中心地のバス停留所
はバスが輻輳しており、バス停留
所が乱立し乗車バス停留所の位
置が分かりにくいといわれている

取組の効果

GTFS-RTを作成公表しグーグルマップへの掲載により、リアルタイム運行情報の発信にかかる取組の成果
【中国ブロック(交通対策ＷＧ) NO.６】

訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策
事業補助金や観光振興事業補助金を活用
し、より簡単にルート検索を可能とする環境
整備を進めていくとともに、GTFS普及に向
けた事業の実施（研修等）を検討することと
する。

＜目標＞
2023年 １４事業者
2024年 １６事業者
2025年 １７事業者

＜実績＞
2023年 １４事業者
2024年 １６事業者

標準的なバス情報フォーマット（GFTS-JP）による公共交通オープンデータ一覧
における広島県バス事業者のGFTSデータ整備状況

グーグルマップへの掲載以外にも、コンテ
ンツプロバイダへ動的データを反映した経
路検索を推進してもらえうよう働きかける。

・「地方創生回廊」の完備
・公共交通利用環境の革新



○一部区間は２階レベルの歩行者動線として
ペデストリアンデッキを整備

○平面道路はJR用地を一部取得し、道路を
拡幅した後に歩道及び電線共同溝を整備

課題 取組の成果
地域：広島市

概要

観光ビジョン・観光立国推進基本計画掲載施策

連携する省庁

【中国ブロック(観光産業・地域づくりWG) NO.2】
広島市民球場への歩行者用道路の整備に係る取組の成果

引き続き、歩道及び電線共同溝の整備を進め、電線管理者による
電線の地中化や電柱の撤去に続いて、舗装の美装化を実施する。

令和５年度にペデストリアンデッキの整備が完了
⇒ 野球観戦に向かう観客の安全性が向上

取組の効果

取組方法

今後の取組方針

民間のまちづくり活動等による「観光・まち一体再生」の推進

○広島駅から広島市民球場（マツダスタジアム）へのアクセスは、主に広島駅からの徒歩であることから、安全で
快適な歩行者空間を確保するため、歩行者用道路としてペデストリアンデッキ及び歩道の整備を進めている。

広島駅周辺地区は、
広島市中心部の拠点
として発展してきた
が、利便性を兼ね備
えた快適な歩行環境
が整備されていない
ことから、広島駅周
辺の開発地区相互の
連携を図り、駅周辺
全体の回遊性を向上
させる必要がある。
【現状】
平成２９年には、広
島駅自由通路、新幹
線口ペデストリアン
デッキ、新幹線口広
場が全て供用してい
る。

〈取組主体〉広島市

試合日における広島駅・広島市民球場間の
歩行者交通量

2017年 24,187人/日（実績）
2026年 2017年の1%増（目標）

2026年までのKPI



取組方法

①温井ダムの見学コース等を関係者で視察し現状を把握
②関係者でインフラツーリズムの目的と効果の理解を深める
③有識者等との会議を重ね、インフラツーリズムの担い手事業者を調整する

概要

観光ビジョン掲載施策

連携する省庁

インフラへの理解を深めて頂くことを目的として各事務所等で実施している現場見学会だけでなく、インフラを地域固有の
観光資源として活用し、民間等が企画立案するインフラツアーとの連携も推進しているところ。

魅力ある公的施設・インフラの大胆な公開・開放

課題

●ダムや橋梁等のインフラ
を単体で「公開・開放す
る」と捉えるのではなく、観
光振興や地域活性化に
資する「地域の資源」とし
て最大限活用し、地域
活性化・地方創生に繋
げる。

●近年、自然災害が頻発
し、土木インフラの重要
性が世間一般に認識さ
れてきた。これを機にイン
フラを観光資源としたい
地域とその担い手との接
点を増やしていくことで社
会資本整備及び維持管
理の必要性・有用性につ
いて更なる理解を促す。

地域：中国地方 ○温井ダムで、魅力
倍増プロジェクトのモ
デル地区として重点
的な取組みを継続
し、地域固有の観光
資源としての環境整
備を加速させる。

○河川空間のオープ
ン化、上記に絡めた
ハード整備に向けた
「かわまちづくり計画」
の準備を地元と共に
継続する。

○温井ダムでの取組
みをはじめ、中国ブ
ロック内及び全国で
の好事例を基に、更
なるインフラツーリズ
ムの推進を図る。

今後の取組方針取組の成果 〈取組主体〉国土交通省、中国地方整備局

取組の効果
③調整の結果、ダム湖周辺で活動する各事業者がインフラツーリズムの実施

事業者となるため、新組織（法人化）を目指し動きはじめた。

【中国ブロック(観光産業・地域づくりWG)NO.5】
インフラツーリズムの推進に係る取組の成果

温井ダム（モデル地区）

①視察（ダム見学） ①視察（ダム下流）
①視察（ダム湖） ②キックオフ会議



課題 取組の成果

概要

観光ビジョン掲載施策

連携する省庁

取組の効果

取組方法
今後の取組方針

通信環境の飛躍的向上と誰もが一人歩きできる環境

国土交通省

案内標示やブルーライン等の路面標示の設置、自転車通行帯の整備などの走行環境整備の更なる充実
など、安全、安心で快適なサイクリングロード整備を推進し、地域の活性化及び観光交流人口の拡大
を図る。

地域の活性化及び
観光交流人口の拡
大を図る役割を持
つサイクリング
ロードにおいて、
案内標示やブルー
ライン等の走行環
境が十分に整備さ
れていない。

地域：中国地方

＜取組主体＞関係道路管理者
＜取組内容＞
○サイクリングコースの自転車走行環境
を整備

今後も引き続き、
案内標示や路面標
示の設置、サイク
リングコースの整
備を進めていく。

＜整備内容＞
・広島県
矢羽根型路面標示設置（R5完了）31.6km
自転車通行帯の整備（R6実施）2.3km

・鳥取県
路面標示・矢羽根等70.3km

〇 サイクリングコースの自転車走行
環境を整備。

〇 観光客に対する受入環境を向上。

車道歩道 歩道
植樹帯 植樹帯

車道歩道 歩道
自転車通行帯 自転車通行帯

【中国ブロック(観光産業・地域づくりWG)NO.10】
サイクリングコース整備の実現に係る取組の成果



課題

概要

観光ビジョン掲載施策

連携する省庁

【中国ブロック(観光産業・地域づくりWG)NO.18】
国営公園等事業に係る取組の成果

景観の優れた観光資産の保全・活用による観光地の魅力向上

国土交通省

外国人入園者数
2022年 918人（実績）
2023年 1,363人（実績）
2025年 2023年の25%増（目標）

県外からの入園台数
2025年までのKPI

○観光資源となっている国営公園の魅力的な景観等を活用し、外国人来園者受入環境整備（案内サインの多言語化、Wi-Fi環境の整備等）を実施
○中国地方の道の駅や観光施設と連携した、広報活動等の広域的な誘致施策を推進

地域：備北丘陵公園

○県外からの広域的な利用促進

○園内施設の経年劣化

取組の成果

取組の効果

○外国人来園者受入の環境整備の実施
（Wi-Fi設置、案内サインの多言語化、
トイレの洋式化､英語による園内放
送）

○ガイドマップや英語による園内放送等により、外国人来園者へ
の情報発信及び案内が充実

○トイレや施設の充実により、外国人来園者を含む、公園利用者
の利便性や快適性が向上

○外国人来園者受入の環境
整備の継続
■案内サインの多言語化
■トイレの洋式化
■入園料徴収や券売機の
キャッシュレス決済の
導入検討・拡大

■園内英語放送
■長寿命化計画に基づく
老朽化施設設備の更新

■無人インフォメーショ
ンの設置

○更なる外国人来園者数の
増加に繋げる施策の実施
■県観光連盟との連携
■庄原DMOと連携した
マーケティング

○広域的な広報活動の継続
■道の駅や主要観光施設
における掲示・広報の
充実

■中国地方広域へのチラ
シ等の配布

■SNSでの情報発信

今後の取組方針
取組方法 ＜取組主体＞中国地方整備局

○その他
・グランピング施設（宿泊施設）の利
用期間の追加
・広い園内における移動手段の充実
（電動キックボード等）

トイレの洋式化

Wi-Fi設置

案内サインの多言語化

グランピング施設の整備

電動キックボードの導入

2022年 16.2千台（実績）
2023年 41.8千台（実績）
2025年 49.0千台（目標）



【中国ブロック（観光産業・地域づくりWG） ) NO.27】外国人観光案内所に係る取組の成果

取組方法
取組の成果課題

地域：中国地方

観光ビジョン掲載施策

連携する省庁
国土交通省、観光庁

通信環境の飛躍的向上と誰もが一人歩きできる環境の実現・インバウンド受入環境の整備

概要

取組の効果

今後の取組方針
○「道の駅」におい
て、周辺施設・観光
協会等と連携し、日
本政府観光局
（JNTO）認定の観
光案内所の設置を促
進する

○多言語での案内や
情報・サービス提供の
提供を促進する。

○「道の駅」における観光案内機能の向上を目的として日本政府観光局（JNTO）認定の外国人観光案内所の整備
を促進し、訪日外国人旅行者が安心して旅行する環境整備を進める。

○ 必ずしも必要な場所
に外国人観光案内所が
存在しているとは限ら
ない。

○ 外国人旅行者への十
分なサービス提供がな
されていない観光案内
所もある。
・旅行者にとってわか
りやすいよう多言語に
よる情報やサービスの
提供が求められる
・案内業務にあたるス
タッフには、言語対応
観光案内の知識・ノウ
ハウが求められる

○はカテゴリーⅠ取得の道の駅

＜取組主体＞中国地方整備局、各自治体、等
＜取組時期＞平成26年度～
＜取組内容＞
○日本政府観光局（JNTO）認定の外国人
観光案内所の整備を促進する。

○令和５年４月までに２３箇所が認定を
受けている。うち３箇所については、
カテゴリーⅠを取得。

○道の駅「三矢の里あきたか
た」では、タブレットを活用し
外国人観光客への地域案内がで
きるコンシェルジュを配置
○情報が得やすいように公衆用
無線LAN（Wi-Fi）を整備

 大栄 ○来夢とごうち
 きなんせ岩美  アリストぬまくま
 キララ多岐  びんご府中
 湯の川  みはら明神の里
 赤来高原  たけはら
 サンピコごうつ  長門峡
 シルクウェイにちはら  萩しーまーと
 津和野温泉なごみの里  ソレーネ周南
 ゆうひパーク三隅 ○センザキッチン
 ゆうひパーク浜田  ゆとりパークたまがわ
○三矢の里あきたかた  萩・さんさん三見
 笠岡ベイファーム

道の駅名



課題 取組の成果

概要

観光ビジョン掲載施策

連携する省庁

【中国ブロック(観光資源魅力向上ＷＧ)No.22】
満喫プロジェクトに係る取組の成果

（環境省の主な取組）
・民間事業者の知見を活用したキャンプ場の再整備として、
2025年4月下山野営場 モンベル大山キャンプサイトがリ
ニューアルオープン
・国立公園利用拠点滞在環境等上質化事業による民間
事業者への支援により景観改善を実施（島根半島地域
４件）

取組方法
＜取組主体＞大山隠岐国立公園満喫プロジェクト地
域協議会
＜取組方法＞以下の取組の方針に沿って、関係機
関・団体が連携して取組を実施する。
（１）自然と調和した「持続可能な観光」の実現
（２）感動を与える体験の提供
（３）多様な利用・需要に応じたサービスの提供
（４）安全・安心の確保と、利便性と景観の向上
（５）戦略的な誘客・プロモーションの実施

今後の取組方針

国立公園の「ナショナルパーク」としてのブランド化

内閣府・総務省・文部科学省・文化庁・農林水産省・林野庁・経済産業省・国土交通省・観光庁・環境省

本プロジェクトは、大山隠岐国立公園独自の魅力を高めるとともに、国内外からの利用者をコロナ前の
水準まで回復させることを目標として、関係機関・団体が連携してソフト・ハードの取組を実施するものである。

・利用者満足度の向上
・リピーター率の向上
・滞在長期化
・消費額の増加
・利用者数の回復

取組の効果

令和7年3月に改定予定の「大
山隠岐国立公園ステップアッププ
ログラム2025」に基づき、引き続
き取組を実施する。また令和7年
度は「大山隠岐国立公園ステップ
アッププログラム2025」の実施・達
成状況等の評価を行うとともに、
大山隠岐国立公園の2026年
以降の取組の方針となる「大山
隠岐国立公園ステップアッププログ
ラム2030」の作成を行う。


